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1. はじめに 

沿岸域に分布する海藻・海草による藻場は，二酸化炭素吸収源であり，水質浄化や生物多様性の維持

のためにも重要な役割を果たす。水深 10 m 未満に分布する藻場の面積を調べるためにはドローンや人工

衛星で撮像された画像や空中写真が用いられる（水産庁，2021）。一方で海藻・海草種についての詳しい

情報を得るためには船上調査や潜水調査が適切である（水産庁，2024）。 
筆者らは，岩手県陸前高田市に位置する広田湾沿岸域を調査し，効率的な藻場調査の手法を検討して

いる。ここでは，水中ドローンとカメラおよびダイバーによる潜水調査と，同日に実施した空中ドローンによる

観測，さらに近い時期に撮影された衛星画像の解析による複合的な藻場調査の実施について報告する。 
 

2. 方法 

ダイバーによる潜水と水中ドローンによる調査は 2023 年 10 月 18 日および 2024 年 7 月 5 日に実施した。

潜水調査は 2023 年 10 月 19 日にも実施した。2024 年 7 月の調査では，船上から垂下したカメラによる動

画撮影で水中の様子を確認した。潜水調査と準同期した空中ドローンによる調査は，2023 年 10 月 17，18
日，2024 年 7 月 4，5 日に実施した。自動航行で連続撮影した画像をオルソモザイク合成することによって，

広域の画像を作成した。衛星画像は 2023 年 8 月 2 日に撮影された Pleiades NEO 画像（マルチスペクトル

6 バンド，空間分解能 1.2 m）を解析した。空中ドローン観測による広域画像をもとにアマモ場，岩礁性藻場，

水域，陸域を目視で選択してトレーニングデータを作成し，衛星画像の教師付き分類をおこなった。  

 
3. 結果と考察 

衛星画像の分類によって抽出されたアマモ場および岩礁性藻場は 2023 年 10 月の潜水および水中ドロ

ーン調査の結果とよく一致していた。ただしアマモ場として分類された場所の一部は，岩礁性藻場との混生

であった。このことより，空中ドローンで撮影した画像をグランドトゥルースデータとしてより広域を観測した衛

星画像の分類に用いる手法（村田他，2024）が有効であることが示された。また，藻場の有無とおよその種

別を調べるには，カメラの垂下が低費用で有効な手法であることが 2024 年７月の調査より確認された。 
衛星画像の解析より，2014～2018 年に撮影された高分解能衛星画像をもとにした藻場調査（環境省生

物多様性センター，2021）には記載されていないアマモ場を抽出した。これらについて，2024 年 7 月に再度

潜水調査をおこない，アマモおよびタチアマモの群生を確認した。対象地域の藻場は東日本大震災による

津波で大きな被害をうけたのち順調に回復していることが報告されている。今回の調査は環境省による調査

から 5 年以上経過しており，藻場の回復がさらに進んでいることが推察される。 
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